第４回 静教研と浜松市教研の協定に関する合同会議
                  　　　　　令和4年11月15日（火）14:00～16:00　県教育会館 特別会議室
本会議は、浜松市教研との協定書第7条「この協定の適用は、令和４年4月1日から3年間とし、毎年度甲（静教研）と乙（浜松市教研）は課題と成果を検証し、協議する場を設ける。」に基づいて、それぞれの研究会の活動現状、事務調整、今後について協議し、双方の事業の充実・発展を図ることを目的に、毎年11月に開催している。
協定第２期に入った今年度は、取り決めにより浜松市教研の主催・進行で会議を行った。
主な議題は、協定を終了した令和７年度以降の調査研究活動への浜松市の参加に関する意向と、それに関する静教研の意向の交換が主な内容であった。今年度はそのレベルで会議を終えた。
浜松市教研の意向は以下のようである。（今後はこれを踏まえて話し合いを行っていく。）
１　小学校国語・算数定着度調査（国語・数学研究部）
　　・国語・算数ともに、令和６年度までは参加する。
２　県席書コンクール（書写研究部）
　　・県席書コンクールに代わる新設のコンクールを開催する案と、席書コンクールと浜松市児童生徒
書写コンクールを一本化して１１月に開催する案の２案を検討中。
３　県書き初めコンクール（書写研究部）
　　・県書き初めコンクールへの出品を、県児童生徒市場美術展（静教組主宰）への出品に一本化する。
４　県中学生創造ものづくり教育フェア（技術・家庭科研究部）
　　・「木工チャレンジ」部門を浜松市で開催（浜松大会を県大会として実施）した。
　　・今後も静教研の技術・家庭科研究部と協力していきたい。
５　県中学生英語弁論大会（英語研究部）
　　・令和５年度以降、西部大会の運営の輪番に浜松市が復帰し、令和５年度の西部大会は浜松が運営
を担当する。
　　・令和４年度は、西部大会や県大会に（静教研から）依頼されたより多くの役員（＋２名）を派遣
　　　し、参加教員から勉強になったとの話があった。
６　県読書感想文コンクール（学校図書館研究部）
　　・浜松としては、全国につながる県コンクールへの参加継続を希望したい。
７　県読書感想画コンクール（学校図書館研究部）
　　・期限が来たら参加をやめる方向でいる。

８　県統計グラフコンクール（静教研は審査を担当：事務局）
　　・令和５年度から審査員の派遣はやめたい。
９　学生科学賞・山崎賞・鈴木賞（静教研は審査のみを担当：理科研究部）
　　・参加教員のローテーションが決まっており、継続して審査に参加する。
10　夏の読書感想画コンクール（静教研は審査のみを担当：美術研究部）
　　・主催の静岡新聞社から依頼があれば審査を出したい（浜松市教研図工部長）

